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1゜はじめに

眼科遠隔医療のための立体動画像伝送システム

の開発を目的として,眼科画像の立体表示法を検

討している．本報では,細隙灯顕微鏡で撮影され

た立体画像の空間ひずみに関して検討した．

２方法

顕微鏡の対物レンズ，CCD，スクリーン．観

察者などの空間的な配置を図１，２に示すように

モデル化し、これを幾何学的に解析する[IH21こ

とで，撮影空間がどのように観察されるかを算

出した．撮影空間内の点Ｐを顕微鏡の左右ｃ①

で撮影し(図l)，その左右画像をスクリーンに表
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図１撮影系モデル
示する(図2)．観察者は偏光メガネ等により左右

画像をそれぞれ対応する左右の眼で観察し，両眼視差のみを表，撮影条件

手がかりに点Ｑとして認識すると仮定した．本研究で使用し対物レンズ間隔
ている臨床用顕微鏡の撮影条件を表Ｉに示す．Ｚ1％＝24ｍｍ

3.結果 輻鎮点までの距離

ｙＦ＝１１０ｍｍ 
撮影空間の点Ｐが図３に示す正方方眼上にあるとき．観察

焦点距離
される点Ｑの位置を図４に示す．同図(3),(b)は視距離をそれ

庁137ｍｍ
ぞれ３，．０６ｍとした場合の観察空間であり，両者の画角が

同一となる投影倍率とした.図4(a),(b)に共通する空間ひずみ－－－－－

図２表示系モデル
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図３撮影空間
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として.(1)奥行きの強調.(2)y軸に垂直な平面の湾曲,力《ある．
(1)は観察距離と投影倍率に依存したひずみで，観察距離が長

いほど奥行きが強調される．このひずみはWb／yF＝Ｗｂ／J'４
”＝JのときＯとなるが，本解析条件ではs==028ｍ.、＝2.1

となり現実的ではない．奥行き強調の低減法として．左右画

像を水平方向にずらし，観察空間をスクリーン面手前方向へ３
変位させる方法がある．図4(b)において｡==34ｍｍとすると画官

像中央部輻嬢点付近の空間ひずみを最小にできるが，視角で要
6.5degのずらし量となるため,見やすい立体画像とするために２
は眼科画像の両眼融合範囲を考慮した上でずらし量を決定する

必要がある(2)は左右対物レンズの光軸が輻穣角を持つために

生じるひずみで,顕微鏡倍率が小さいほど湾曲が大きくなる．１

この湾曲状のひずみは画像中心部に近いほど小さいため,関心

領域を画像中央に配置し，撮影することが重要となる．
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4.まとめ
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細隙灯顕微鏡で撮影された立体画像は，プロジェクタ等にｘｑ[ｍｌｘｑ[mｌ
よる大画面(図４(a))よりも，近視距離の小さなモニタ(図４(b)）（aルー３ｍ,、＝130,．=0（b)s＝0.6,,ｍ＝26,．=０

の方が少ない空間ひずみで観察できることがわかった． 図４眼科画像における空間ひずみ
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